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　私は 2016 年 9 月 26 日から 29 日までアメリカのニュー
ヨーク州にあるCold Spring Harbor Laboratory（CSHL）
で Mechanisms of Aging meeting にポスター発表も兼
ねて参加してきました。学会参加が決まる前は「アメリ
カの学会に参加なんて…」と物怖じしていましたが、周
りの PI や仲間のポスドク達に「このミーティングは基
礎老化研究の中でも最新のトレンドを知ることができ、
ハイレベルなので是非参加してきなさい」と背中を押し
てもらい、様々な面で勉強することができました。今回
は国際学会に慣れていない私なりの目線で参加報告記を
書いてみたいと思います。
　中部国際空港から NY までは 14 時間のとても長いフ
ライトでした。CSHL まではニューヨーク市内からロン
グアイランド鉄道で約一時間かけて Syosset 駅まで行き
そこからシャトルバスでさらに 10 分程で研究所にたど
り着きます。宿泊は初対面の方と相部屋でしたが宿泊の
間おしゃべりしながらリラックスして過ごすことができ
ました。食事は費用が全て参加費に含まれている食べ放
題で、フルーツ、乳製品、穀類、野菜、肉など日本での
日常生活よりも充実していたため大変満足しました。
　私は免疫老化に興味がありポスターも免疫老化に関す
る内容だったのですが、この分野で他に発表している人
は数名しかいませんでした。元々興味を持っている人も
ほぼいないようだったので、少しでもポスターを見てく
れた人には一生懸命説明しました。関心が少ない事は悔
しく感じましたが、反対に老化の視点から免疫老化に取
り組むライバルが少ないと解釈し、より一層頑張って注
目される成果を出してやろうと思いました。
　免疫研究ではマウスなど脊椎動物を用いた研究が大多
数ですが、老化・寿命研究ではマウスを用いた発表より
も、酵母、線虫、ショウジョウバエを用いた研究の多さ
が目立ちました。この事は老化・寿命研究を継続する為
の時間と研究費獲得の難しさが表れているのかもしれな

いと感じました。一方で脊椎動物の中でも新しく、長寿
命で tumor free としても知られるハダカデバネズミや
短寿命のキリフィシュを用いた老化のメカニズム研究も
進んでいることを知りました。
　私が他の方の発表を聞いて感じたことは、プレゼン
テーションが日本の学会等でみるものと全く異なるとい
うことでした。日本の場合、主張は謙虚にデータで語る
ような気がします。海外の場合、裏付けのデータは当然
ありながら、研究のストーリーや自分がどんなことをし
ているのかを自信を持って強烈にアピールしてきます。
さらに身振り手振り、ジョークも交えて説明するので興
味を持ちやすく演出されています。この文化は自分の中
にも取り入れていこうと思いました。またセッションの
合間にある休憩ではコーヒーを片手に各々自由にディス
カッションをして、食事の時は隣の知らない人とカジュ
アルに話をして、バーではおバカな話で楽しく盛り上が
り…すべての場面で積極的に交流するのが極めて当然の
ようでした。このような積極的なネットワーク作りと情
報交換から面白い研究が生まれるのだと頭では分かって
はいましたが、日本でこれまで参加してきた学会よりも
Meeting の意義と大切さを実感することができました。
この事が今回参加した中で一番の収穫です。
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　最後に、CSHL meeting の参加者は昔から大部分がア
メリカ拠点のグループですが、近年はアジアでも CSHL 
meeting が行われるようになってからか、中国・日本・
韓国などのアジア勢が EU より高い割合を占めているそ
うです。この学会は程よく小規模で、参加者はとてもフ

ランクに交流してくれるためたくさん勉強できます
　もし CSHL Mechanisms of Aging meeting に参加で
きる機会があれば積極的に参加することをお勧めしま
す。


